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の回しまねより、石見神楽がやってくる！

の歴史は古く、日本神話において「天の岩戸隠れ」の段でアメノウズメが

りをして舞ったというのが起源とされる、我が国最占の芸能です。かつては

因で盛んに行われていましたが、近年（特に都市部）では見た事がない方も

々から大変遠ざかった芸能と言えるでしょう。

ノ今回ご紹介する石見神楽は、島根県西部の石見地方で今現在でも大変

県

浜田市（はまだし）は、島根県西部の日本海に面した

街で、旧石見国の中心地であり、島根県西部の代表的

な市街地でもある。漁業の町としても広く知られる。

れており、今回出演の「西村神楽社中」がある浜田市（人口約6万人）では

行う団体が50社中にも上り、街、村の知り合いの誰かは石見神楽の舞子で

します。

ルナイトで行われる夜神楽は元より各種の祭事、祝事の中でも盛んに演じ

えば西村神楽社中の公演数は年40回にも上ります。正に石見は日本で

にみる神楽の盛んなエリアと言えます。また海外公演も多く行われ、つい先日

ジアラビア公演を終えたばかり、日本文化の交流にも役立っています。

の内容は、神事的なもの、神懸かりなど呪術的なものに加え、後には古事記・

書紀を原典とする神話が加わり、演目は大阪万博’70で話題になった「大蛇」

0以上、極めて豊富、多彩でスケールも大きくなっています。また、お囁子

人の気質そのままに大変勇壮で活発、観客を神話の世界に誘います。

岩石見入は、多かれ少なかれ石見神楽の勇壮な舞や嚇子の舌を見聞きし

、体の奥底には神楽の舞い、調べが息づいています。祭りの季節ともなると、

にはどこかの神社から神楽噺子が流れ、その昔に誘われるよう、ある者は

憶え、ある者は血を踊らせながらお宮に馳せ参じ、朝まで集います。

年、その祭りの雰囲気を東京のみなさんにも是非味わっていただきたいとの

で開催。大盛況をおさめ、本年で2度目の公演となりました。

「西村神楽社中」他、総勢30名による大規模なオリジナル石見神楽公演！そして

ストとして「福岡ユタカとオタケビ神楽団」も交え新たな試みも御披露いたします。

忘れ去られた日本の何かをここから見つけていただければ幸いです。

来てみんさい　や！　ま　あ見てみんさ　い！

石見神楽西村神楽社中他
島根県石見地方に古くから伝わる郷土芸能「石見神楽」の保存・継承を

目的に活動している社中である。結成35年と比較的若い社中ではある

が、市内歴史ある社中よりその業を教わり、室町時代より伝わる神楽

を脈々と受け継いでいる。若者を中心にスピーディーで躍動感あふれる

舞を特徴としており、年間約40回の神楽奉納・公演をこなす、人気・知

名度の高い社中である。今回は市内有志社中の協力を得て公演する。

福岡ユタカとオタケビ神楽団
地元神楽社中と浜田出身の音楽家、福岡ユタカを中心とするアーティ

スト達との共同プロジェクト。1999年のアルバム制作をきっかけに共同

作業は始まり。その後ライブ公演などに発展し今現在も勢力的な活動

は続いている。この特異な創作活動や公演の模様は2篇のNHK、TV

ドキュメンタリー「オタケビと神楽」「古の神を舞う」（共に50分番組）と

してオンエアーされ話題になった。
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石見神楽東京大阪公演実行委員会　行き

電話－FAX：0855－27－2735

電話：090－9732－4062　担当：日高

以下のとおり石見神楽東京公演の優待チケットを申し込みます。

日時：平成23年12月11日14時開演

会場：シアター1010　北千住駅西口　マルイ11階

お　名　前

ご　住　 所
－■T

TEL ・FA X TEL　　　　　　　　　　　　　　　 FAX

購 入 枚 数 枚

所　 属 江工会関東支部

そ の 他
ご 意 見 等

※通常価格：前売り　4，500円・当日　5，000円のところ、4，000円（送料・

振込手数料込）で、ご提供させていただきます。

※必要事項をご記入のうえ、FAXにて、お申し込みください。

受付後に、チケットと郵便振替用紙を郵送いたします　ので、

到着後に郵便局からご入金をお願いいたします。

※チケット売り切れの場合は、受付をお断りする場合があります。
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